「学級経営」研修講座　演習の流れ
	Key Word
	問題事例からの学級経営改善


	研修名
	「学級経営」
学びに向かう集団づくりを通した学級経営の在り方

	対象
	全教職員

	用途など
	・若手教員への校内研修で活用する。
・学級経営に悩みを抱えている教員への校内研修

	備　考
	ワークシートＡ４ １枚

	時　間
	内　　　容　・　留　意　点

	 15分
	１　ある問題を抱える学級の事例を取り上げ、学びに向かう集団づくりの視点から、改善・対応策を考える。
【事例】
小学校３年生を担任しているＡさん。
学級の中に、学習に適応できず、学習用具で手遊びをする、おしゃべりをする、奇声をあげる、立歩くなどの問題行動を起こす子供がいる。
Ａさんは、問題行動があるたびに厳しく指導してきたが、改善は見られていない。落ち着かせるために、教室内の別の場所にスペースを用意している。
一方、他の子供たちも落ち着きがなくなり、担任への訴えも多くなってきた。お互いに厳しく注意し合うようになり、子ども同士の関係もぎくしゃくし始めている。

２　学びに向かう集団づくりの視点から、学級経営改善の具体策を考える。（２分）
※個人で、学習環境、学習指導、隠れたカリキュラム等に留意して作成する。
３　学級経営改善の具体策を交流・検討する。

※グループで、それぞれの改善策を検討し、３つの具体策を決める。学びに向かう集団づくりの講義をもとに、理由を考察する。

４　それぞれのグループの中で改善の方策を立て、全体で交流する。
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